
:

主審:Referee

23 1st 22 副審:1stUmpire

16 2nd 16

25 3rd 15 副審:2ndUmpire

8 4th 8

OT ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

／ 加　藤　麻　里 CAP 0 0 0 0 0 × 高　橋　碧　美 CAP 12 2 3 0 2

× 髙　橋　果　林 16 3 3 1 0 小野寺　玲　美 - - - - -

× 千　葉　沙　希 16 0 6 4 2 × 織　田　莉　緒 12 0 5 2 1

× 篠　原　陽　夏 24 0 10 4 2 × 佐　藤　里　奈 12 4 0 0 4

× 高　橋　悠　佳 6 0 3 0 4 高　橋　芹　佳 - - - - -

× 村　上　瑠　奈 0 0 0 0 2 × 千　葉　愛　里 5 1 1 0 1

／ 鈴　木　あ　み 10 0 5 0 3 × 荒　尾　梨　奈 16 0 6 4 3

／ 目　黒　歩　子 0 0 0 0 0 佐々木　紗　佳 - - - - -

安　藤　千　遥 - - - - - ／ 古　谷　穂乃香 4 0 1 2 1

佐　藤　留　菜 - - - - - 髙　橋　理　乃 - - - - -

佐　藤　緩　乃 - - - - - 齊　藤　ひより - - - - -

髙　山　美　瑠 - - - - - 吉　田　　　楓 - - - - -

佐々木　留　夏 - - - - - 佐　藤　　　凜 - - - - -

横　山　萌　華 - - - - - 松　井　里穂子 - - - - -

柴　田　杏　美 - - - - - 小田嶋　莉　瑚 - - - - -

鎌　田　　　華 - - - - - 佐々木　陽　菜 - - - - -

柴　田　理　央 - - - - - 泉　川　怜　花 - - - - -

沓　澤　渉　心 - - - - - 渡　部　美　陽 - - - - -

樋　渡　　　真 伊　藤　和　泉

熊　谷　傳　裕 髙　橋　真奈美

合　　　計 3 27 9 13 合　　　計 7 16 8 12

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】
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チームＢ

水木　順仁

●

秋田県高等学校体育連盟

61

湯沢翔北

場 所

No,

4

12

72
○

チームＡ

M-1

 横手市増田体育館

 第62回秋田県高等学校総合体育大会

バスケットボール競技 

Year    Month    Day     Time

302016  年  6 月  7 日
NO,

大会名

Competition

15

16

11

12

5

8

9

6

7

13

18

17

61

19

Aｺｰﾁ

72

ｺｰﾁ

川田亮(増田高)

17

18

ｺｰﾁ

Aｺｰﾁ

佐藤　良明

14

15

選手氏名 Name of Players

4

横手城南

バスケットボール専門部

疋田　　晋

横手高校女子バスケットボール部

14

10 10

11

12

5

13

6

選手氏名 Name of Players

7

　女子決勝は、６連覇を狙う湯沢翔北と初の決勝進出となった横手城南の対戦となった。
　第１Ｐ、両チームともマンツーマンディフェンスでスタートする。序盤、横手城南は＃４高橋(碧)、＃７佐
藤(里)の連続３Ｐでリードを奪う。対する湯沢翔北は＃５高橋の３Ｐ、＃６千葉のバスケットカウント、＃７
篠原の速攻で逆転に成功する。湯沢翔北がインサイドを中心に得点を重ねていくのに対し、横手城南はアウト
サイドを中心にオフェンスを展開する。一時は１８－９と湯沢翔北がリードを広げるが、横手城南もリバウン
ドからシュートに繋げ、このピリオドで５本の３Ｐを沈める。２３－２２の湯沢翔北リードで１Ｐ終了。
　第２Ｐ、第１Ｐと同じく両チームともマンツーマンディフェンスでスタートする。第１Ｐ終盤と打って変
わって湯沢翔北が流れを掴み、連続１２得点を奪い、３５－２２とリードを広げる。対する横手城南は開始５
分間ノーゴールの状態が続き、タイムアウトを請求。ディフェンスを１－２－１－１のオールコートゾーンプ
レスに変更する。横手城南＃１０荒尾のバスケットカウントが決まったのをきっかけに徐々に息を吹き返す。
ルーズボールを奪い、得点に繋げる。終盤には＃７佐藤(里)の３Ｐ、＃６織田のドライブが決まり、３９－３
８まで一気に差を縮めることに成功。湯沢翔北が１点リードして、第２Ｐ終了。
　第３Ｐ、第２Ｐ序盤と同様の展開となる。湯沢翔北が＃１０鈴木のゴール下、＃５高橋の速攻が決まり、差
を広げる。横手城南は３分間ゴールを奪えず、苦しい状態が続く。横手城南は＃１０荒尾のポストプレイで返
すも、湯沢翔北は＃７篠原、＃１０鈴木を中心に得点を重ね、一進一退の攻防を繰り広げる。最後は６４－５
３の湯沢翔北リードで第３Ｐ終了。
　第４Ｐ、湯沢翔北はマンツーマンディフェンス、横手城南は１－２－１－１のオールコートゾーンプレスで
スタートする。横手城南はディフェンスのプレッシャーを強め、ボールを奪いに行く。オフェンスでも積極的
に仕掛け、ファールを誘うも、追いつくところまでには至らず。最終的には７２－６１で湯沢翔北が勝利し、
インターハイへの切符を手にした。
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